（様式第１）

国際共同研究助成金交付申請書
平成　　年 　 月 　 日
独立行政法人情報通信研究機構 
理事長　殿





  名　　称　　　　　　　　　　　　　　　




  代表者名　　　　　　　　　　　　　　　印




  住　　所　〒　　　－  
                                  （電話番号　　　　－　　　　－　　　　）
  国際共同研究助成金交付要綱（以下「国際助成金交付要綱」という。）第９項（１）の規定に基づき、下記のとおり助成金の交付を申請します。
  助成金の交付を申請するに当たって、法令及び国際助成金交付要綱の規定に違反する行為を行わないことを確約します。
記
  １  助成対象事業の名称　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  ２  助成対象経費の額　　　　　　　　　　　　　　　　　千円

  ３  助成金交付申請額　　　　　　　　　　　　　　　　　千円（間接経費の申請　有・無）

　　　

  ４  助成対象事業となる研究開発の開始日及び完了予定日（助成対象期間の種類）
　　　　　平成　　年　　月～平成　　年　　月（単年度）

　５　研究チーム名

６  研究代表者連絡先　　　〒　　　－  




　　　（電話番号      －      －        ）
添付書類
(１) 
総括表

(２) 
研究計画概要

(３) 
研究計画予算総括表

(４) 
研究計画概要及び予算積算表（研究者個人記入用）

(５)
他府省を含む他の競争的資金の応募・受入状況

(６)　間接経費率計算書

(７)　イラスト図
（注）　本様式及び添付書類は日本語により記入することとし、特に注意書き等で指示がある場合は

　　　　　それに従うこととします。

（添付書類１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[1]
（１）総括表
(Cover Page [For research coordinator])
※日本語で記入すること。(This form must be filled out in Japanese.)

	1)機関名、申請者（Applicant）
	

	

	2)研究チーム名 (Name of your collaborative research team)
	

	「　　　　                                        　　　　　　」研究チーム

	3)研究代表者 (Research coordinator)
	

	 　 　　(フリガナ)

 氏 名 (Name)                                署  名 (Signature)                                　
 生年月日 (Birth date)    年    月    日（ 　歳）  研究者(Researcher)ID:  　　　　　　　　　　　　　　 
                       (Yr.) (Mo.) (day) 
 国  籍 (Nationality)                              所属機関(Affiliation)ID:　　　　　　 　　　　　　　 

所属機関、所属、部署 (Affiliation)                                            　                

所属機関所在地 (Location)  〒　　－                                          　               　　　　　

役職名 (Position)                             学 位 (Degreed)                                 

 取得年 (Year conferred)                        専 攻 (Field of study)                             　 

 電話番号 (Telephone) #                       ＦＡＸ番号 (Telefax) #                         　 
 電子メール (E-mail)            　　　　　　　　　　　　             
 代表者所属機関種類                           代表者所属機関所在地域区分                　   


	4)研究課題名 (Title of proposed project)
	

	「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

	5)該当する領域

(Field of project corresponding)
	6)UNS戦略プログラムの研究開発課題該当番号

(Projects number in UNS Strategic Program)
	

	※該当領域を選択すること（１箇所）(Check one of the following boxes)
□次世代ネットワーク技術  (New Generation Networks Technologies)
□ICT安心・安全技術  (ICT Security and Safety Technologies)
□ユニバーサル・コミュニケーション技術 (Universal Communications Technologies)

	7)論文・著書・特許（近年の重要なものを１０件以内）



	8)間接経費

(Indirect expenses)
	9)助成申請期間

(Requested duration of this public support)

	　□申請しない

　□申請する（直接経費の　　％）
	　■単年度　（平成２２年度）　

	10)申請する助成金の額

(Requested amount in thousand Yen)

	千円
（間接経費（再掲）　　　　　　　千円）


[2]
※日本語で記入すること。(This form must be filled out in Japanese.)
	11)研究開発の日程

(Duration of proposed project)
	平成　　　年       月    ～　平成      年       月  
 　(From   Yr.      Mo.   　to      　　Yr.      Mo.) 
	

	12)経理担当者

 (accounting cordinator)   
	　

	　 　　(フリガナ)

 氏名 (Name)                                
 所属機関、所属、部署 (Affiliation)                                          　                  
役職名 (Position)                            
 電話番号 (Telephone) #                       ＦＡＸ番号 (Telefax) #                            
 電子メール (E-mail)                         


	13)助成金以外の資金調達方法

(Method of raising money except

 this public support)
	


（添付書類２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[3]
（２）研究計画概要

(Project Summary [For research coordinator])
※日本語で記入すること。(This form must be filled out in Japanese.)

	1)研究概要 (Outline of proposed project)


	2)研究目的・社会的および技術背景



	3)研究開発内容の分野

ア　性格（複数可）(Check of the following boxes)
　　□ 基礎研究

　　□ 応用研究

　　□ 開発研究

　イ　主分野

　　　　　　　（４桁）
　ウ　副分野

 　 　　　　　（４桁）　　　　　　（４桁）　　　　　　（４桁）
 エ キーワード
　 　　　　　（３桁）　　　　　　（３桁）　　　　　　（３桁） 　　　　　（３桁）　　　　　　（３桁）

  　　　　　　　　　  （自由記述：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）


 [4]

	4)研究の特色

	· 独創性：創意工夫を活かし、独創性に富んだものであること。 (Creativity : making full use of originality and ingenuity)



	· 有効性：内外の先進的な技術力が有機的に結合し、国際標準化の実現への貢献、知的財産の創出等、国際共同研究としての有効性が高いものであること。 (Benefits : significance as international collaborative research)



	· 波及性：開発される技術により創出される新規事業が、将来的に大きく成長する可能性があること、又は開発される技術が、通信・放送技術として幅広く波及する可能性があること。

 (Applicablility : synergies for advancing information and communications technologies, or possibilities for creating new businesses)



[5]
	5)研究計画 (Plan of the research)

	Ａ．平成２２年度………………(FY2010,ended March 31 , 2011)



	Ｂ．平成２３年度…………………(FY2011,ended March 31 , 2012 )

　



[6]

	6)既存の設備 (Existing facilities)

	


	7)分担内容 (Role in the proposed project.)

	


[7]
	8)共同研究者体制 (Members of international collaborative research team)
※この様式は日本語で記入すること。(This form must be filled out in Japanese.)

	　研究代表者 (Research coordinator, Member 1)
　　　氏  名 (Name)                               　　国  籍 (Nationality) 　　　　　　　　　　　　　　　
　　　所属機関名 (Affiliation)　                                               国(Country)             　
　共同研究者２ (Member 2)
　　　氏  名 (Name)                               　　国  籍 (Nationality) 　　　　　　　　　　　 　　　　
　　　所属機関名 (Affiliation)　                                               国(Country)              　
　共同研究者３ (Member 3)
　　　氏  名 (Name)                               　　国  籍 (Nationality) 　　　　　　　　　　　　　 　　
　　　所属機関名 (Affiliation)　                                               国(Country)              　
　共同研究者４ (Member 4)
　　　氏  名 (Name)                               　　国  籍 (Nationality) 　　　　　　　　　　　　　 　　
　　　所属機関名 (Affiliation)　                                               国(Country)              　
　共同研究者５ (Member 5)
　　　氏  名 (Name)                               　　国  籍 (Nationality) 　　　　　　　　　　　　　 　　
　　　所属機関名 (Affiliation)　                                               国(Country)              　
共同研究者６ (Member 6)
　　　氏  名 (Name)                               　　国  籍 (Nationality) 　　　　　　　　　　　　　 　　
　　　所属機関名 (Affiliation)　                                               国(Country)              　
　共同研究者７ (Member 7)
　　　氏  名 (Name)                               　　国  籍 (Nationality) 　　　　　　　　　　　　　　 　
　　　所属機関名 (Affiliation)　                                               国(Country)              　



（添付書類３）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8]
（３）研究計画予算総括表

(Summary of proposed Budget) 

 [For research coordinator]
   ( 単  位 ：  千    円 )

　※日本語で記入すること。(This form must be filled out in Japanese.) 　　　　　　
	費  目 
	平成２２年度

	
	助成対象経費
	助成金交付申請額

	１．設備費 


	合計　　　　　　千円

　　　　　　　　 
	合計　　　　　　千円

　　　　　　　　　


	２．旅費  
	合計　　　　　　千円

	合計　　　　　　千円


	３．謝金及び雑役務費 


	合計　　　　　　千円

	合計　　　　　　千円


	４．印刷費及び複写費  


	合計　　　　　　千円

	合計　　　　　　千円


	５．会議費  


	合計　　　　　　千円

	合計　　　　　　千円


	６．その他  (Other)

· 材料費・消耗品費 

· 材料加工費・分析費  

· 通信運搬費  

· その他 
	合計　　　　　　千円

	合計　　　　　　千円


	直接経費の合計 
	合計　　　　　　千円


	合計　　　　　　千円

	
	
	

	 　間接経費

（直接経費の　　％）
	合計　　　　　　千円


	合計　　　　　　千円



	
	
	

	総計 
	総計　　　　　　千円

 
	総計　　　　　　千円

 


（添付書類４）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[9]
（４）研究計画概要及び予算積算表[研究者個人記入用]
(Project Summary [For each member of the team])
※この様式は日本語又は英語で記入すること。 (This form must be filled out in either Japanese or English.)
　【Member　　　　】
	1)研究者 (Member of the team)（経理担当者を除く。）      

	　 　　(フリガナ)

 氏 名 (Name)                                署  名 (Signature)                                     
 国  籍 (Nationality)                              研究者(Researcher)ID:                              
 生年月日 (Birth date)    年    月    日（ 　歳）  所属機関(Affiliation)ID:  　　　　　　　　　　　　     
                        (Yr.) (Mo.) (day) 
 所属機関、所属、部署 (Affiliation)                                                             
所属機関所在地 (Location)  〒　　－                                          　              
役職名 (Position)                             学 位 (Degreed)                                 
 取得年 (Year conferred)                           専  攻 (Field of study)                              

 電話番号 (Telephone) #                       ＦＡＸ番号 (Telefax) #                            
 電子メール (E-mail)            　　　　　　　　　　　　             



	2)分担内容 (Role in the proposed project.)

	


[10]
【Member　　　　】
	3)研究計画 (Plan of the investigation)

	Ａ．平成２２年度(FY2010,ended March 31 , 2011)
 本研究に従事する割合（実時間）

　　○○％（○○時間/year）　（年間の全仕事時間を100%とし、本研究に従事する時間の割合を記入）


	Ｂ．平成２３年度(FY2011,ended March 31 , 2012)
 本研究に従事する割合（実時間）

　　○○％（○○時間/year）　（年間の全仕事時間を100%とし、本研究に従事する時間の割合を記入）



[11]
【Member　　　　】
	4) 研究経歴 (Research and/or professional experience and honors)

	研究経歴 (Research and/or professional experience and honors)



	代表的な発表物 (Representative publication.(include papers in press))




[12]
【Member　　　　】
	5)同一機関内研究補助者（研究代表者、共同研究者を除く） (Personnel to support the member.)

	  氏名、国籍、生年月日、学位、役職、肩書、当該研究での役割
  (Name, Nationality, Birth date, Degree, Position, Title, Role in the project)




[13]

【Member　　　　】
	６) 申請予算積算表（平成２２年度）[研究者個人記入用]

　(Detail description of proposed budget [For each member of the team])

( 単 　位 ：  千   円 ) 
( unit ：thousand Yen )

	費  目 (Item)
	助成対象経費

< Amount of eligible costs >
	積算内訳

	
	
	品名・仕様

(article)
	単価・数量

(amount)
	金額

(amount of money)

	１．設備費  (Equipment expenses)


	合計　　　　千円

	
	
	

	２．旅費  (Travel expenses)


	合計　　　　千円

	
	
	

	３．謝金及び雑役務費 (Remuneration and miscellaneous business expenses)


	合計　　　　千円

	
	
	

	４．印刷費及び複写費  (Printing and copying expenses)


	合計　　　　千円

	
	
	

	５．会議費  (Conference expenses)


	合計　　　　千円

	
	
	

	６．その他  (Other)

  ○  材料費・消耗品費

  ○  材料加工費・分析費   
  ○  通信運搬費  

  ○  その他  
	合計　　　　千円

	
	
	

	合  計  (Total expenses)


	合計　　　　千円
	
	
	


※この様式は日本語又は英語で記入すること。 (This form must be filled out in either Japanese or English.)
  各費目の内訳はできる限り記入のこと。

（添付書類５）

他府省を含む他の競争的資金等の応募・受入状況

［記入要領］

当該研究課題に係る研究代表者、共同研究者で、他府省を含む競争的資金制度の研究助成又は他の公的資金による研究助成等を現に受けているか、又は今後受ける予定がある場合、以下の表１に当該研究者の氏名、所属、及び当該制度並びに他の制度の研究への参加のエフォートを記入して下さい。表１の制度名にはA,B,C,D….などの符号を記入し、表２の左端の欄に同じ符号を記入して該当する制度名（実施機関名）、研究課題名、研究期間、予算額、研究概要（150字程度）及び当該制度の研究課題との違い（研究課題名が当該研究課題と同一または類似している場合のみ。）を記入して下さい。

これらの表は、複数の競争的資金が同じ内容の研究課題に重複して配分されたり、特定の研究者に研究資金が過度に集中する等の不合理を防ぐことを目的としていますので、必要な場合は表の行を追加して残らず記入して下さい。
表１

	氏　名
	所　属
	当該制度
	他の制度１
	他の制度２
	他の制度３
	他の制度４

	
	
	制度名
	エフォート(%)
	制度名
	エフォート(%)
	制度名
	エフォート(%)
	制度名
	エフォート(%)
	制度名
	エフォート(%)

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※エフォート：年間の全仕事時間を１００％として、該研究開発課題の実施に必要な時間の配分率

表２

	制度名

(実施機関名)
	研究課題名
	研究期間
	予算額

[千円]
	　　　　研究概要（150字程度）

	
	
	
	
	当該制度の研究課題との違い（下段）

	A
	
	
	
	
	

	B
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	C
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	D
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	E
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（添付書類６－１）

平成　　年 　 月 　 日
独立行政法人情報通信研究機構 
理事長　殿





  　　　　名　　称　　　　　　　　　　　　　　　




  　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　　印




  　　　　住　　所　〒　　　－  
間接経費率計算書（国立大学法人、学校法人）

　　　　　　　　　　　　　　　
平成２１年度国際共同研究助成金の間接経費率として、下記のとおり申請いたします。

記

１．間接経費率

　　・直近の財務諸表に基づく間接経費率：　　　％

　　・間接経費率の上限　　　　　　　　：　３０％

　　従って、間接経費率は　　％を申請します。

２．算出根拠

　　①人件費

　　②教員人件費

　　③管理経費

　　④管理費

　　⑤消費支出の部合計

間接経費率（％）＝

間接経費率（％）＝（管理費）÷（消費支出の部合計）×１００

管理費＝｛（人件費）－（教員人件費）｝＋（管理経費）

３．添付資料

　・損益計算書（消費支出計算書）

以上

（添付書類６－２）

平成　　年 　 月 　 日
独立行政法人情報通信研究機構 
理事長　殿





  　　　　名　　称　　　　　　　　　　　　　　　




  　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　　印




  　　　　住　　所　〒　　　－  
間接経費率計算書（公益法人）

　　　　　　　　　　　　　　　
平成２１年度国際共同研究助成金の間接経費率として、下記のとおり申請いたします。

記

１．間接経費率

　　・直近の財務諸表に基づく間接経費率：　　　％

　　・間接経費率の上限　　　　　　　　：　３０％

　　従って、間接経費率は　　％を申請します。

２．算出根拠

間接経費率（％）＝

間接経費率（％）＝（管理費）÷｛（総事業費）－（間接事業費）｝×１００
３．添付資料

　・収支計算書

以上

（添付書類６－３）

平成　　年 　 月 　 日
独立行政法人情報通信研究機構 
理事長　殿





  　　　　名　　称　　　　　　　　　　　　　　　




  　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　　印




  　　　　住　　所　〒　　　－  
間接経費率計算書（その他）

　　　　　　　　　　　　　　　
平成２１年度国際共同研究助成金の間接経費率として、下記のとおり申請いたします。

記

１．間接経費率

　　・直近の財務諸表に基づく間接経費率：　　　％

　　・間接経費率の上限　　　　　　　　：　３０％

　　従って、間接経費率は　　％を申請します。

２．算出根拠

間接経費率（％）＝

間接経費率（％）＝｛（販売費及び一般管理費）―（販売費）｝÷（売上原価）×１００）

３．添付資料

　・損益計算書

以上

（添付書類７）
イ　ラ　ス　ト　図

























































































































